
主に基礎的・基本的な技能を問う問題 主に思考力・判断力・表現力を問う問題

ねらい
本文から必要な情報を読み取ること

ができる。
複数の英文を読んで、概要を適切に
捉え、表現することができる。

問題

２ 問３
ジョーンズ先生はなぜピクトグラムが便利

だと感じたのか、その理由を日本語で書け。

２ 問３
次の質問にあなたならどう答えるか。

Becauseで書き出し、これを含めて４語以上
の英語で書け。

※実際に出題された問題

答え

日本語が理解できなかったから 例）Because many people can get  
information from them.

例）Because many people can    
understand them.

複数の英文を読んで、内容を関連付けなが
ら、情報を捉え、整理したり吟味したりして表
現する思考力・判断力・表現力が必要

定期考査は、生徒の学習状況を把握し、学習指導の改善・充実を図る大変重要なものです。
特に、思考力・判断力・表現力を問う定期考査問題をつくるには、次に示す【ステップ①】
～【ステップ⑤】の定期考査問題づくりの構造を踏まえることが大切です。

ここでは、令和２年度の県立高校入試問題 2 （ピクトグラムについての会話文に関する問

題）を用いて、 と

の作成のポイントを紹介します。

定期考査問題づくりの構造

【ステップ①】出題のねらいを明らかにします。

【ステップ②】期待する正答を作成します。

【ステップ④】思考・判断・表現の方法を
明らかします。

【ステップ⑤】知識・技能を活用して、思考・判断・表現する場面や問い方を設定します。

【ステップ③】知識・技能の内容を
明らかにします。

単元の学習に係る
学習指導要領の目標
と内容を、「解説」をも
とに、明確にします。

主に基礎的・基本的な技能を問う問題 主に思考力・判断力・表現力を問う問題

複数のつながりのある場面の英文を読んで答える２つの問題を比べてみます。左が「英文に

書かれた内容を問う問題」、右が「読んだ英文をもとに、自分の考えや気持ちを問う問題」で

す。

同じ題材であっても、ねらいを明確にし、ねらいに応じて問い方等を工夫すれば、生徒
のより深い思考・判断を促し、表現力をさらに高めることができる問題をつくることができ
ます。このような問題が解けるようになる生徒を育てる授業づくりが何より大切です。

ねらいに応じた問い方の工夫

答えを

導くには…

Why are pictograms useful?

問いに対する答えとなる箇所の内

容を読み取る技能が必要

②「書き出しと語数の指定」

○ 単語や語句レベルで
はなく、英文で表現する
ことができるように、
「Becauseで」という書き
出しや、「４語以上で」と
いう語彙数の指定をしま
す。

③「英語の問いに対して

英語で答える設問」

○ 相手からの質問
に対して適切に応
答することができる
ように、英問英答の
問題を設定します。

①「『あなたなら』という立場から問う設問」

○ 読んだ内容を、自分がもつ知識
や、これまでの経験と結び付けて
表現することで、場面に応じて表
現する力を高めることができるよう
に「あなたならどう答えるか」と問う
問題を設定します。

①
② ③


